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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 7,799 △4.1 584 △5.7 640 △7.3 505 △31.7
24年3月期 8,131 9.5 619 42.0 690 43.2 739 75.2

（注）包括利益 25年3月期 706百万円 （△8.0％） 24年3月期 767百万円 （75.6％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利益
率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 42.18 ― 6.8 5.0 7.5
24年3月期 61.73 ― 10.8 5.4 7.6

（参考） 持分法投資損益 25年3月期 ―百万円 24年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 12,699 7,810 60.9 645.39
24年3月期 13,059 7,250 55.0 599.19

（参考） 自己資本 25年3月期 7,733百万円 24年3月期 7,180百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 110 △63 △712 2,010
24年3月期 926 △137 △381 2,673

2.  配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― ― ― 12.00 12.00 143 19.4 2.1
25年3月期 ― ― ― 12.00 12.00 143 28.4 1.9
26年3月期(予想) ― 6.00 ― 6.00 12.00 30.6

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,950 △0.5 320 2.8 330 0.5 240 0.7 20.03
通期 8,200 5.1 630 7.7 640 △0.0 470 △7.0 39.22



※  注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法の規則」第14条の７（会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合）に該当するも
のであります。詳細は、【添付資料】15ページ「４．連結財務諸表 （５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 12,387,178 株 24年3月期 12,387,178 株
② 期末自己株式数 25年3月期 404,082 株 24年3月期 403,207 株

③ 期中平均株式数 25年3月期 11,983,471 株 24年3月期 11,984,609 株

（参考）個別業績の概要

1.  平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

(2) 個別財政状態

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 7,149 △4.6 544 △2.0 635 △4.0 504 △30.1
24年3月期 7,490 11.3 555 32.7 662 54.6 722 63.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 42.12 ―
24年3月期 60.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 11,967 7,604 63.5 634.60
24年3月期 12,163 7,075 58.2 590.42

（参考） 自己資本 25年3月期 7,604百万円 24年3月期 7,075百万円

2. 平成26年 3月期の個別業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項は、【添付資料】２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析」をご覧ください。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,670 1.4 280 △1.6 300 △1.6 210 △2.8 17.52
通期 7,680 7.4 560 2.9 580 △8.8 420 △16.8 35.05
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（１）経営成績に関する分析

①当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や各種政策効果等を背景に一部に持ち直しの動

きがみられたものの、デフレの継続、長期化する欧州債務危機、世界経済の停滞等、依然として先行き不透明な中で

推移いたしました。年度後半からは新政権による各種経済政策への期待感より、株価は上昇、為替は円安傾向を示

し、景気好転のムードは高まりつつありますが、実体経済の先行きは今後も楽観視できる状況にはありません。

このような情勢下、当社グループにおきましては「更なる攻めの加速と守りの強化」を基本方針に掲げ、経営戦略

の実現に向け、経営課題に関する意思決定及び業務執行の迅速化を図るとともに、日々の業務における継続的な改善

を推進し、次世代における成長基盤の確立に努めてまいりました。

これらの結果、当連結会計年度の売上高は77億99百万円（前年同期比4.1％減）、営業利益は５億84百万円（前年

同期比5.7％減）、経常利益は６億40百万円（前年同期比7.3％減）となりました。当期純利益につきましては、特別

利益として投資有価証券売却益34百万円、特別損失として投資有価証券評価損66百万円、投資有価証券償還損15百万

円を計上したことなどにより、５億５百万円（前年同期比31.7％減）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

[工具事業]

当社主力の当事業部門では、「安全、快適、能率・効率、環境」をキーワードとしたソリューション営業を展開い

たしました。具体的には、社会的な「安全」ニーズの高まりをうけ、メンテナンスにおけるトルク管理が重要視され

る中、2012年２月に発売しました「デジラチェ[メモルク]」や2012年７月に業務提携しましたAPEXTOOLグループの

「Clecoブランド商品」など、ラインナップを拡充しました測定機器を中心に、既存顧客の深耕並びに新規顧客の開

拓を推進してまいりました。販売促進活動では、2012年10月にソーシャルネットワーキングサービス（SNS）

「Facebook」内に公式ページをオープン、新たな情報発信源としてお客さまとのコミュニケーション機会の拡大や新

たなファンの獲得に努めております。

また、将来を見据えた新技術・新製品の開発に注力するとともに、安定した品質の確保や合理化・省力化のための

積極的な設備投資、工場レイアウトの見直しなどにより、迅速で柔軟な生産体制の確立を進め、更なる生産性の向上

とコストダウンの推進に取組んでまいりました。

これらの結果、自動車整備市場や一般産業市場の売上は堅調に推移しましたが、直販部門における複数の引合い案

件が交渉途上にて受注には至らず、当連結会計年度の売上高は66億93百万円（前年同期比4.1％減）、セグメント利

益は４億85百万円（前年同期比8.1％減）となりました。

[DIY事業]

当事業部門では、地域密着型サービスの展開と季節商材の販売強化を促進するとともに、各種経費の節減に努め

ました。これらの結果、当連結会計年度の売上高は９億61百万円（前年同期比3.7％減）、セグメント利益は９百万

円（前年同期比132.2％増）となりました。

[賃貸事業]

当事業部門では、ファシリティマネジメントを推進し、当連結会計年度の売上高は１億45百万円（前年同期比

4.7％減）、セグメント利益は90百万円（前年同期比2.9％増）となりました。

②今後の業績見通し

わが国の経済情勢は、新政権による各種経済政策への期待感より、景気好転のムードは高まりつつあるものの、デ

フレの継続、長期化する欧州債務危機、世界経済の停滞など、先行きに対する不透明感は払拭できない状況の中で推

移するものと思われます。

このような中、当社グループにおきましては、今後の目指すべき方向性として、平成25年度を初年度とし、平成33

年度を最終年度とする「KTCグループ長期ビジョン」を策定し、基本方針に「お客様と感動を創造し、圧倒的No.1メ

ーカーとして進化し続ける」を掲げました。この長期ビジョンの達成に向け、平成33年度までの９年間を３フェーズ

に分け、３年毎の中期経営計画を実行してまいります。

フェーズ１となる平成25年度から平成27年度までの第１次中期経営計画につきましては、「更なる『新たな価値の

創造と顧客の開拓』により発展を加速させ、飛躍のステージへ」を基本方針とし、諸施策を展開してまいります。

以上により、平成26年３月期の連結業績につきましては、売上高82億円、営業利益６億30百万円、経常利益６億40

百万円、当期純利益は４億70百万円を見込んでおります。

１．経営成績・財政状態に関する分析
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（２）財政状態に関する分析

①資産、負債、純資産の状況

当連結会計年度末の総資産は、126億99百万円となり、前連結会計年度末に対して３億60百万円の減少となりまし

た。その主な内容は、受取手形及び売掛金が１億37百万円、有価証券が73百万円、商品及び製品が１億53百万円、仕

掛品が63百万円増加したものの、現金及び預金が６億37百万円、投資有価証券が１億22百万円減少したことなどによ

るものであります。

また、当連結会計年度末の負債合計は48億88百万円となり、前連結会計年度末に対して９億20百万円の減少とな

りました。その主な内容は、長期借入金が２億79百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が１億17百万円、短期

借入金が８億30百万円、賞与引当金が１億24百万円、資産除去債務が１億６百万円減少したことによるものでありま

す。

当連結会計年度末の純資産合計は78億10百万円となり、前連結会計年度末に対して５億59百万円の増加となりま

した。その主な内容は利益剰余金が３億61百万円、その他有価証券評価差額金が１億68百万円増加したことなどによ

るものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計期間において営業活動の結果得られた資金の増加は１億10百万円（前年同期は９億26百万円)となりま

した。これは主に、税金等調整前当期純利益５億89百万円に加え、減価償却費３億30百万円による資金の増加があっ

たものの、貸倒引当金の減少１億61百万円、賞与引当金の減少１億24百万円、売上債権の増加54百万円、たな卸資産

の増加２億15百万円、仕入債務の減少１億17百万円、その他の負債の減少１億８百万円による資金の減少があったこ

となどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において投資活動による資金の減少は63百万円(前年同期は１億37百万円)となりました。これは主

に、投資有価証券の売却による収入２億12百万円があったものの、固定資産の取得による支出２億92百万円があった

ことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において財務活動による資金の減少は７億12百万円（前年同期は３億81百万円）となりました。こ

れは主に、長期借入による収入４億円があったものの、短期借入金の返済による支出８億30百万円、長期借入金の返

済による支出40百万円、建設協力金の返還による支出56百万円、配当金の支払いが１億43百万円があったことなどに

よるものであります。

これらの結果、当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物は、20億10百万円(前年同期は26億73百

万円)となりました。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループでは、株主の皆さまに対する利益還元を経営の最も重要な施策の一つとして位置づけております。

配当につきましては、株主の皆さまに対して継続的かつ安定的に行うことを念頭に、当該期並びに今後の業績及び財

産状況等を勘案して行うこととしております。

当期におきましては、業績及び財産状況等を総合的に勘案した結果、１株当たりの期末配当金は普通配当12円とさ

せていただきました。

次期の配当金につきましては、１株当たりの年間配当金を12円（中間配当６円、期末配当６円）とさせていただく

予定です。

なお、中間配当の実施につきましては、平成25年６月25日に開催予定の当社第63回定時株主総会において、中間配

当制度の導入に係る定款変更議案が承認可決されることを条件といたします。中間配当制度導入の詳細につきまして

は、平成25年５月14日に公表しております「中間配当制度導入並びに定款の一部変更に関するお知らせ」をご参照く

ださい。
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（４）事業等のリスク

当社グループの業績、株価並びに財務状況等に影響を及ぼす可能性がある主要な事項は以下のとおりでありま

す。なお、本記載のリスクにつきましては、当連結会計年度末現在の判断によるものであり、当社グループの事業上

のリスクの全てを網羅するものではありません。

①品質問題による業績悪化のリスク

当社は平成10年にＩＳＯ９００１を取得する等、品質最優先のものづくりを進めておりますが、製品の開発並びに

製造過程での品質上のリスク全てを将来にわたって完全に排除することは極めて困難と認識いたしております。こ

のリスクの顕在化により業績に影響を受ける可能性があります。

②材料調達のリスク

当社は鋼材を主材料として主に作業工具の生産をしておりますが、中国をはじめとする世界的な需要の高まりなど

により、材料価格の高騰や材料自体の調達難に見舞われる可能性があります。

③販売ルート・形態に関するリスク

当社は創業以来自動車関連に強みを持ち、販売代理店ルートを中心に販売しておりますが、今後流通ルートの急速

な変化により売上高に影響を与える可能性があります。

④中国における生産子会社のリスク

当社では平成7年に合弁会社「福清京達師工具有限公司」を福建省に設立し、グローバル生産体制を整備いたしま

したが、今後予期しない法制面の変更、政情の混乱等により当社生産体制に影響を受ける可能性があります。

⑤その他子会社のリスク

当社の連結対象子会社は前述の海外（中国）に１社の他、国内に３社あり、工具事業、ＤＩＹ事業及び賃貸事業

を営んでおりますが、これらの業績がグループ全体の業績や財務に影響を与える可能性があります。

⑥情報安全上のリスク

当社では、グループ全体の情報セキュリティ確保を目指し、システム対応、教育、啓蒙活動など管理強化を進めて

おりますが、何らかの事由により個人情報など重要情報が漏洩した場合、当社グループの事業やイメージに影響を与

えるおそれがあるとともに、損害賠償請求などを受ける可能性があります。
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当社の企業集団は、当社並びに連結子会社４社で構成され、工具の製造販売を主な事業とし、これ以外にＤＩＹ商

品や日用雑貨等を販売するＤＩＹ事業並びに不動産賃貸事業を行っております。

当社グループとしての事業に係る位置づけは次のとおりであります。

（１）工具事業

 工具……… 自動車整備用工具、その他一般作業工具及びこれらに関連する機器の製造販売

 精密鋳造… ロストワックス製法による工具及び精密工作機械部品・産業用機械部品などの製造販売

（２）ＤＩＹ事業… ＤＩＹ商品や日用雑貨等の販売

（３）賃貸事業…… 不動産の賃貸

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

２．企業集団の状況
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（１）会社の経営の基本方針

１．（１）②に記載通り、当社グループではこの度、平成25年度を初年度とし、平成33年度を最終年度とする

「KTCグループ長期ビジョン」を策定いたしました。これを機に経営理念についても見直しをおこない、原点回帰の

意を込め、創業の精神であった「社是・社訓」を経営理念といたしました。

社是：お互いに誠実でたゆまず前進し、軽くて・強くて・使いよい工具を創り、社会に貢献しよう。

社訓：信用、誠実、協調、創造、実行

当社グループは、経営理念に基づき、人々の生活を豊かにする製品・サービスを社会に提供し、新たな価値を創

り出す企業グループとして、成長と発展を図ってまいります。

（２）目標とする経営指標

当社グループでは本業での収益性を示す売上高営業利益率を重要な経営指標としております。経営戦略の推進によ

り５％以上を堅持するとともに、長期的には10％以上を目標としております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

１．（１）②に記載の通り、当社グループはこの度、平成25年度を初年度とし、平成33年度を最終年度とする

「KTCグループ長期ビジョン」及び平成25年度から平成27年度までの第１次中期経営計画を策定いたしました。中期

経営計画に基づき、以下の施策に取組んでまいります。

①工具事業

[工具]

・ブランド力の強化と「安全、快適、能率・効率、環境」の向上を実現する製品やシステムの提供により、新たな

マーケットを創造する。

・アジアを中心にシェア拡大を図り、グローバル市場でのブランドを築く。

・保有技術やノウハウを活かした新分野への展開、新たな市場を開拓する。

・革新的な生産工程の実現、新技術の導入・強化により、生産性向上を目指す。

[精密鋳造]

・積極的な営業展開と技術力の強化により売上の拡大と収益性の向上を図る。

②ＤＩＹ事業

・工具事業とのシナジーを図るとともに、地域商圏の深耕と広域商圏への営業活動を展開する。

③賃貸事業

・ファシリティマネジメントを推進し、所有不動産の効率的運用を図る。

（４）会社の対処すべき課題

当社グループでは、経営方針を基にした戦略経営の実践をより強力に進めてまいります。平成26年３月期の連結会

計年度におきましては、「新たな価値の創造と顧客の開拓」をより強固に推進し、収益・利益の拡大を図ってまいり

ます。具体的には以下のような課題を設定し、経営を進めてまいります。 

・ブランド価値の向上

・戦略商品である計測機器や省力化機器類の改良及びアイテムの拡充

・革新的な生産工程の実現、新技術の導入・強化による生産性の向上

・BCPの強化による危機対応力の向上

・職場環境の整備と人材の育成、活性化

３．経営方針

京都機械工具(株) （5966） 平成25年3月期決算短信

-6-



４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,837,494 2,199,574

受取手形及び売掛金 1,882,419 2,019,651

有価証券 43,670 117,526

商品及び製品 1,435,933 1,589,584

仕掛品 578,671 642,104

原材料及び貯蔵品 333,255 339,240

繰延税金資産 132,090 62,466

その他 36,075 55,960

貸倒引当金 △100,528 △46,588

流動資産合計 7,179,081 6,979,519

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,913,740 5,002,886

減価償却累計額 △3,471,666 △3,562,701

建物及び構築物（純額） 1,442,073 1,440,184

機械装置及び運搬具 4,842,927 4,864,727

減価償却累計額 △4,260,722 △4,242,920

機械装置及び運搬具（純額） 582,205 621,806

工具、器具及び備品 1,691,702 1,750,758

減価償却累計額 △1,632,768 △1,683,194

工具、器具及び備品（純額） 58,934 67,564

土地 1,703,462 1,669,471

リース資産 67,190 77,259

減価償却累計額 △13,720 △28,513

リース資産（純額） 53,469 48,746

建設仮勘定 1,224 13,324

有形固定資産合計 3,841,370 3,861,097

無形固定資産

ソフトウエア 11,164 16,751

リース資産 62,375 41,239

その他 18,584 22,577

無形固定資産合計 92,124 80,567

投資その他の資産

投資有価証券 1,402,925 1,280,128

出資金 42,419 36,672

長期貸付金 57,246 －

繰延税金資産 705 695

その他 553,552 462,313

貸倒引当金 △109,681 △1,980

投資その他の資産合計 1,947,168 1,777,828

固定資産合計 5,880,664 5,719,494

資産合計 13,059,745 12,699,014
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 575,785 458,643

短期借入金 2,380,000 1,549,998

1年内返済予定の長期借入金 40,500 120,492

未払金 436,129 504,888

未払費用 135,926 122,760

リース債務 36,812 30,002

未払法人税等 20,373 58,814

未払消費税等 41,147 9,060

賞与引当金 271,065 146,685

役員賞与引当金 34,740 29,433

資産除去債務 45,000 －

その他 65,465 36,353

流動負債合計 4,082,945 3,067,134

固定負債

長期借入金 78,660 358,168

リース債務 84,825 64,482

繰延税金負債 133,240 145,201

退職給付引当金 942,583 906,336

役員退職慰労引当金 22,408 24,908

環境対策引当金 30,400 28,600

担保提供損失引当金 7,669 2,835

資産除去債務 118,100 56,500

その他 308,027 234,685

固定負債合計 1,725,913 1,821,717

負債合計 5,808,859 4,888,851

純資産の部

株主資本

資本金 1,032,088 1,032,088

資本剰余金 2,562,439 2,562,439

利益剰余金 3,596,653 3,958,310

自己株式 △139,100 △139,337

株主資本合計 7,052,080 7,413,499

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 137,633 305,747

為替換算調整勘定 △8,980 14,558

その他の包括利益累計額合計 128,652 320,305

少数株主持分 70,152 76,356

純資産合計 7,250,886 7,810,162

負債純資産合計 13,059,745 12,699,014
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
（連結損益計算書）

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 8,131,198 7,799,874

売上原価 5,161,325 4,946,172

売上総利益 2,969,873 2,853,701

販売費及び一般管理費 2,349,998 2,268,936

営業利益 619,874 584,765

営業外収益

受取利息 9,250 10,424

受取配当金 40,567 25,596

投資有価証券評価益 8,300 19,490

負ののれん償却額 4,446 －

担保提供損失引当金戻入額 1,831 4,833

その他 46,057 33,459

営業外収益合計 110,453 93,805

営業外費用

支払利息 27,546 22,586

為替差損 2,230 －

その他 10,025 15,689

営業外費用合計 39,803 38,276

経常利益 690,525 640,294

特別利益

固定資産売却益 － 3,137

投資有価証券売却益 － 34,618

特別利益合計 － 37,756

特別損失

固定資産除売却損 957 6,482

投資有価証券評価損 120,625 66,569

投資有価証券償還損 － 15,441

特別損失合計 121,583 88,493

税金等調整前当期純利益 568,941 589,556

法人税、住民税及び事業税 14,890 60,178

法人税等調整額 △188,882 22,099

法人税等合計 △173,991 82,278

少数株主損益調整前当期純利益 742,933 507,278

少数株主利益 3,162 1,813

当期純利益 739,770 505,464
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（連結包括利益計算書）

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 742,933 507,278

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 24,503 168,113

為替換算調整勘定 542 31,385

その他の包括利益合計 25,046 199,499

包括利益 767,980 706,777

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 764,681 697,117

少数株主に係る包括利益 3,298 9,659
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（３）連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 1,032,088 1,032,088

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,032,088 1,032,088

資本剰余金

当期首残高 2,562,439 2,562,439

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,562,439 2,562,439

利益剰余金

当期首残高 2,952,763 3,596,653

当期変動額

剰余金の配当 △95,881 △143,807

当期純利益 739,770 505,464

当期変動額合計 643,889 361,656

当期末残高 3,596,653 3,958,310

自己株式

当期首残高 △138,837 △139,100

当期変動額

自己株式の取得 △263 △237

当期変動額合計 △263 △237

当期末残高 △139,100 △139,337

株主資本合計

当期首残高 6,408,453 7,052,080

当期変動額

剰余金の配当 △95,881 △143,807

当期純利益 739,770 505,464

自己株式の取得 △263 △237

当期変動額合計 643,626 361,419

当期末残高 7,052,080 7,413,499
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 113,129 137,633

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 24,503 168,113

当期変動額合計 24,503 168,113

当期末残高 137,633 305,747

為替換算調整勘定

当期首残高 △9,387 △8,980

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 407 23,539

当期変動額合計 407 23,539

当期末残高 △8,980 14,558

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 103,741 128,652

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 24,910 191,652

当期変動額合計 24,910 191,652

当期末残高 128,652 320,305

少数株主持分

当期首残高 66,854 70,152

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,298 6,203

当期変動額合計 3,298 6,203

当期末残高 70,152 76,356

純資産合計

当期首残高 6,579,049 7,250,886

当期変動額

剰余金の配当 △95,881 △143,807

当期純利益 739,770 505,464

自己株式の取得 △263 △237

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 28,209 197,856

当期変動額合計 671,836 559,276

当期末残高 7,250,886 7,810,162
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 568,941 589,556

減価償却費 334,712 330,296

負ののれん償却額 △4,446 －

長期前払費用償却額 4,095 3,953

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39,403 △161,640

賞与引当金の増減額（△は減少） 103,410 △124,379

退職給付引当金の増減額（△は減少） △31,436 △36,246

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,500 2,500

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 34,740 △5,306

担保提供損失引当金の増減額（△は減少） △1,831 △4,833

その他の引当金の増減額（△は減少） 15,390 △1,800

受取利息及び受取配当金 △49,817 △36,021

支払利息 27,546 22,586

為替差損益（△は益） △198 △5,918

投資有価証券評価損益（△は益） 112,325 47,079

投資有価証券償還損益（△は益） － 15,441

投資有価証券売却損益（△は益） － △34,618

固定資産除売却損益（△は益） 957 3,345

売上債権の増減額（△は増加） △40,600 △54,220

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,131 △215,840

その他の資産の増減額（△は増加） △7,523 34,743

仕入債務の増減額（△は減少） △51,151 △117,770

その他の負債の増減額（△は減少） △47,548 △108,786

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,368 △32,155

小計 921,897 109,963

利息及び配当金の受取額 49,752 36,270

利息の支払額 △26,869 △22,265

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △18,243 △13,255

営業活動によるキャッシュ・フロー 926,537 110,713

京都機械工具(株) （5966） 平成25年3月期決算短信
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △60,325 △74,822

定期預金の払戻による収入 55,275 57,589

投資有価証券の取得による支出 △2,252 △1,664

投資有価証券の売却による収入 － 212,870

投資有価証券の償還による収入 － 28,228

固定資産の取得による支出 △144,703 △292,606

固定資産の売却による収入 － 47,783

貸付金の回収による収入 2,145 －

長期前払費用の取得による支出 △2,506 △2,204

資産除去債務の履行による支出 － △62,714

その他の投資の取得による支出 △15,760 △18,823

その他の投資の回収による収入 30,246 43,293

投資活動によるキャッシュ・フロー △137,881 △63,070

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △220,000 △830,000

長期借入れによる収入 － 400,000

長期借入金の返済による支出 △40,500 △40,500

建設協力金の返還による支出 － △56,517

自己株式の取得による支出 △263 △237

配当金の支払額 △95,881 △143,807

少数株主への配当金の支払額 － △3,455

リース債務の返済による支出 △24,646 △38,291

財務活動によるキャッシュ・フロー △381,290 △712,809

現金及び現金同等物に係る換算差額 157 1,842

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 407,523 △663,324

現金及び現金同等物の期首残高 2,266,444 2,673,967

現金及び現金同等物の期末残高 2,673,967 2,010,643
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該当事項はありません。 

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

この変更が、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会等が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、社内業績管理単位を基礎とし、経済的特徴が類似している事業セグメントを集約した「工具事

業」、「ＤＩＹ事業」及び「賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。

「工具事業」は、自動車整備用工具、その他一般作業工具及びこれらに関連する機器の製造販売を行ってお

ります。「ＤＩＹ事業」は、ＤＩＹ商品、日用雑貨品の販売を行っております。「賃貸事業」は、不動産の賃

貸を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日）

（単位：千円）

（注）１．セグメント資産の調整額 千円は当社の余資運用資金（現金預金及び有価証券）、長期投資資金

（投資有価証券）等であります。

２．セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．報告セグメントごとの負債は、経営資源の配分の決定及び業績評価に使用していないため、記載しており

ません。

（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（会計方針の変更）

（セグメント情報等）

セグメント情報

報告セグメント
調整額

（注１）

連結財務諸
表計上額
（注２）工具事業 ＤＩＹ事業 賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売上高 6,980,046 998,409 152,743 8,131,198 － 8,131,198

セグメント間の内部売

上高又は振替高
7,233 45,533 40,320 93,086 (93,086) －

計 6,987,279 1,043,942 193,063 8,224,285 (93,086) 8,131,198

セグメント利益 528,355 3,900 87,618 619,874 － 619,874

セグメント資産 7,200,776 535,786 1,084,805 8,821,369 4,238,375 13,059,745

その他の項目

減価償却費 300,424 4,310 29,977 334,712 － 334,712

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
224,168 14,883 1,436 240,489 － 240,489

4,238,375
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当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

（単位：千円）

（注）１．セグメント資産の調整額 千円は当社の余資運用資金（現金預金及び有価証券）、長期投資資金

（投資有価証券）等であります。

２．セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．報告セグメントごとの負債は、経営資源の配分の決定及び業績評価に使用していないため、記載しており

ません。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

該当事項はありません。

報告セグメント
調整額

（注１）

連結財務諸
表計上額
（注２）工具事業 ＤＩＹ事業 賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売上高 6,693,210 961,087 145,576 7,799,874 － 7,799,874

セグメント間の内部売

上高又は振替高
5,607 109,106 40,320 155,033 (155,033) －

計 6,698,817 1,070,194 185,896 7,954,908 (155,033) 7,799,874

セグメント利益 485,579 9,054 90,130 584,765 － 584,765

セグメント資産 7,669,424 496,965 1,036,314 9,202,704 3,496,309 12,699,014

その他の項目

減価償却費 299,600 4,219 26,476 330,296 － 330,296

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
374,651 180 640 375,471 － 375,471

3,496,309

（１株当たり情報）

前連結会計年度

（自 平成23年４月１日

至 平成24年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日）

１株当たり純資産額 円599.19 円645.39

１株当たり当期純利益金額 円61.73 円42.18

前連結会計年度

（自 平成23年４月１日

至 平成24年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日）

当期純利益金額（千円） 739,770 505,464

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千

円）
739,770 505,464

期中平均株式数（株） 11,984,609 11,983,471

（重要な後発事象）
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